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13　前掲 Ü・Šuγar-a、Mongγul ündüsüten-ü orčin üy-e-ün uran ǰokiyal-un teüke、395 頁。
14　Rolγarǰab、Kesingge、Angqan surγaqu ulus-un udq-a、1928-1931；（ Erdenitoɣtaqu、Mongγul 
ündüsüten-ü　surγan kümüǰil-ün bičig matwriyal-un emkidgel、öbürmongγul-unsurγankümüǰil-
ün keblel-ünqoriy-a、1983 年、41-302 頁（ロルガルジャブ編、ヘーシンゲー監修、「初学国文」全



























15　前掲 Ü・Šuγar-a、Mongγul ündüsüten-ü orčin üy-e-ün uran ǰokiyal-un teüke、345-358 頁。
16　『 蒙 旗 旬 刊 』 東 北 籌 弁 蒙 旗 委 員 会 蒙 旗 処、1929 年 1 号 奥 付； 前 掲 Ü・Šuγar-a、Mongγul 











































































　1931 年秋ごろ、東北蒙旗師範学校は1期目の卒業生 33 名（モンゴル人 28 名、漢人5
名）を送り出した。彼らの進路を見ると、東北政務委員会及び東北蒙旗師範学校付属小学
24　娜荷芽「財団法人蒙民厚生会の教育支援事業──育成学院を事例に──」『東北アジア研究』第
17 号、2013 年2月、10 頁、15 頁；前掲仁欽莫徳格「瀋陽東北蒙旗師範学校」、171 頁。
25　『盛京時報』、1930 年６月 16 日2面；『盛京時報』、1930 年６月 19 日4面。
26　前掲娜荷芽「「満洲国」におけるモンゴル人中等教育──興安学院を事例に──」、8-9 頁。
27　亀井孝・千野栄一・河野六郎『言語学大辞典』第６巻、三省堂、1996 年、546 頁。
28　ǰegün qoyitu-yin mongγul qosiγuud-un baγsi-yin surγaγuli-yin darumal、1930、26（『東北蒙旗師
範学校専刊』1930 年、26 頁）。




　1931 年9月 18 日に満洲事変が勃発したため、東北蒙旗師範学校は一時的に閉校したが、
1932 年春、再開校された。その後合併、改名を経て、興安東省ジャラントン師道学校と
して改組発足した。メルセは、1931 年 12 月にソ連当局により逮捕され、ハバロフスク市
でしばらく拘束されたが、自然災害に遭い行方が分からなくなったそうである 30。
二．『東北蒙旗師範学校専刊』の発行
　1930 ～ 40 年代の内モンゴル地域には中等教育機関二十数校あって、これらの学校には
学報や機関誌を発行していた。例えば、興安北省省立第一国民高等学校（略称、海拉爾第
一国高、1938 年）は学報『草丘』を発行していたことを伝える情報がある 31。蒙古学院は
1939 年に、mongɣul-un surulɣ-a-yin qoriyan-u surɣal negegegsen ǰilun oi–yin durasqal-
un sedkül ／『蒙古学院成立周年記念専刊』32 を発行した。興安学院は 1942 年に日本語と





考录』（1987 年版）に 1930 年 11 月 30 日と記す 34。後述するように、同誌創刊号の「ニュー
ス」欄目 35 に、「本校歌詠団参加国際音楽会」を題目とする記事がある。同記事によれば、
1930 年 11 月 29 日～同 11 月 30 日の間、東北蒙旗師範学校学生代表団は瀋陽に開催され
た国際音楽祭に参加したのである。この情報に基づき同誌創刊号は、1930 年 12 月に刊行






32　Mongɣul-unsurulg-a-yinqoriy-a、mongɣul-un surulg-a-yin qoriyan-u surɣal negegegsen ǰilun oi–
yin durasqal-un sedkül ／『蒙古学院成立周年記念専刊』、1939 年。
33　Ulus-unbayiɣuluɣsankingɣansurɣaɣuli-yinqoriyan-usurɣal-unnöküd-ünulus-turqariɣulqu
bülgüm,Kingɣan dabaɣ-a、1942 年；娜荷芽『二十世纪三四十年代内蒙古东部地区文教发展史』、
内蒙古人民出版社、2018 年 10 月、102-107 頁。
34　前掲忒莫勒『建国前内蒙古地方報刊考录』、17 頁。




　1930 年 12 月に、ハーフォンガー（漢字名滕続文、哈豊阿、1908-1970 年）、王紹純























　ハーフォンガーは、1933 ～ 1937 年の間、興安西省公署（開魯）において、文教関係
の仕事をした。その後、満洲国興安局秘書長（1937-1940 年）、満洲国駐日本大使館秘書
（1941 年1月 -1943 年６月）、満洲国国務院総務庁参事官（1943 年７月 -1944 年9月）、満




39　前掲 Ü・Šuɣar-a,Mongɣul ündüsüten-ü orčin üy-e-ün uran ǰokiyal-un teüke,376-384（烏・蘇古
拉『蒙古族現代文学史』、376-384 頁）。
40　Köke tuɣ、1941 年６月 21 日。























































































⑨ 同上 同上 iraɣunayiraɣulɣ-aküriyen-udundaqikügsinmodo



















orčilang tu yirtinčü-yin baidal i tobčilan
üǰegülügsendebter
⑯ 同上 同上 tusqaitemdeglelɣadaɣadumongɣul-ungaǰaroron-ubaidal
⑰
tusqaitemdeglel























① 袁應麟 師範文系クラス · 漢族 勧告蒙族同胞宜極力発展教育宣言
② 杜枝春 講習科3年 · 漢族 幾句閒談：姑且算是祝詞
③ 包福元（ディンホルジャブ） 師範文系クラス 風沙
④ 孟福善 講習科2年讲习 青年的心
⑤ 何慶凱 師範文系クラス 秋夜対月談話
⑥ 騰続文（ハーフォンガー） 師範文系クラス 我
⑦ 同上 同上 読書有感
⑧ 同上 同上 菊
⑨ 同上 同上 贈慶三老弟並序
⑩ 袁應麟 師範文系クラス · 漢族 季秋有感
⑪ 韓宝堂 師範文系クラス 雁子






⑭ 同上 同上 白祫
⑮ 同上 同上 書懐
⑯ 同上 同上 其二
⑰ 同上 同上 其三
⑱ 同上 同上 金縷曲：為一琴弟之南京作
⑲ 張錦堂 講習科1年 詠雪両首
⑳ 同上 同上 斎中吟二首
㉑ 蘇振九 師範文系クラス · 漢族 搗谏子雪
㉒ 同上 同上 雪日
㉓ 朱恒畲 師範理系クラス · 漢族 感懐
㉔ 高雲漢 師範理系クラス · 漢族 夢之園
㉕ 李尚全 師範文系クラス · 漢族 菊花評
㉖ 郭宗泰 師範文系クラス · 漢族 算数遊戯
㉗ 蘇振九 師範文系クラス · 漢族 文虎候教
㉘ 包玉山 師範文系クラス 謎語
㉙ 赫貴銘 師範理系クラス 謎語
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作　者 職務／クラス 題　目
㉚ 盧鳳翥 師範理系クラス 笑林：洋学生的笑話
㉛ 王守成 師範文系クラス 買菜的人
㉜ 郭宗泰 師範文系クラス 談叢：我思
㉝ 白明遠 師範文系クラス 我不滿意的幾件事
㉞ 敖岳山 師範文系クラス（チョグジンタイ） 張李二生
㉟ 盧鳳翥 師範理系クラス 車站的一瞥



























































46　詳しく、娜荷芽「1930 ～ 40 年代の内モンゴル東部におけるモンゴル人の活動」『日本とモンゴ
ル』第 49 巻第2号（130 号）、2015 年3月、108-119 頁。
『北東アジア研究』別冊第５号（2019 年 12 月）
− 82 −
洲国時代の対モンゴル人文化・教育活動に中心的な役割を果たしていた。
　1930 ～ 40 年代の内モンゴル地域には中等教育機関が二十数校あって、これらの学校は
学報や機関誌を発行していたが、『東北蒙旗師範学校専刊』創刊号は現在まで発見された
中華民国期刊行の最初のモンゴル語による学報である。同誌の執筆者は主に東北蒙旗師範
学校教員や師範科の在学生たちであり、モンゴル問題、民族の運命や未来、民族文化、復
興の方法及び道のりなどについて活発な議論を行っていた。
キーワード　中華民国期、東北蒙旗師範学校、『東北蒙旗師範学校専刊』
